
 交野市議会は６月１２日 

「山本景市長に対する問責決議」について可決しました 
 

山本景市長に対する問責決議（抜粋） 

 山本景市長（以下、市長）は、市民の信託を受け

た交野市の代表者であり、その職責には高い倫理観

と品位が求められる。また、市長の発言や態度は、

市民生活や地域社会、市役所組織の運営に大きな影

響を及ぼすことから、常に節度ある言動に努めなけ

ればならない。 

 市長は、自身の SNS 上の発信において、他者に対

し、明らかな差別発言や、不特定多数の者に対し「恐

ろしいほど頭が悪いですね」「頭がおかしいのでしょ

うか」「嘘つき」などの侮辱的な表現を用いるなど、

人権への配慮を欠くどころか、他者の人格や尊厳を

損なう発信を繰り返している。（略） 

 加えて、令和７年９月定例会において、理事者の

答弁を遮った上、「命令違反」と発言し、書類を投げ

つけるような振る舞いが見受けられ、これら一連の

言動及び態度は、行政組織の長として不適切であり、

議会の品位及び円滑な行政運営を損なうものであ

る。（略） 

 よって、本市議会は、市長に対し、一連の不適切

な言動及び議会対応について厳重に抗議するととも

に、行政の長としての責任を深く自覚し、自らの言

動を猛省の上、市民の信頼回復に努めるよう強く求

め、その責任を厳しく問うものである。 

 以上、決議する。 

【日本共産党が賛成した理由】 

 日本共産党は、山本市政が進める「お

りひめバスの運行」「学校給食の無償化」

「加齢性難聴者への補聴器答購入助成」

など政策面においては、評価をしていま

す。 

 しかし、決議文に書かれている他者に

対する差別的発言や侮辱的発言、ハラス

メントと受け止められるような行為な

どについては事実であり、この間の議会

での発言や、市民に直接発する言動につ

いても看過できない言動が繰り返され

てきました。 

 日本共産党は、党の綱領に「人権の尊

重」と位置付け、ハラスメント根絶を目

指している政党として容認することは

できませんでした。 

 市長には問題の本質を真摯に受け止

め、言動を改めていただきたいと討論し

ました。 

問責決議文の全文・共産

党の賛成討論の全文は 

コチラから見られます。 

★問責決議とは★ 

地方議会における問責決議と

は、首長や議員に不適切な言動

や不祥事があった際、議会がそ

の政治的・道義的責任を厳しく

問いただし意思表示を行うため

の決議。法的拘束力はない。 

おりひめバス ７月１日からルート等改善 

 

 

【東部ルート】 
（東部・中部ルートを統合） 

１２人乗り 

ワンボックスカー 

・市役所前 発着 

・市役所、向井田・青山エリ

アに新バス停を追加 等 

・車内放送あります。 

・現在は補助ステップがあり

ません。 
車内も広く、乗りやすくなりま

した♪ 

 

  


